
2023 年第一回伊勢志摩さいこう会講座の実施 

2023 年 7 月 14 日の志摩市立図書館多目的ホールにて、「地域に有効な「空き家活用等の

地域活性化プロジェクト」をテーマに講演を行った。 

参加者は４４名で、講演内容、活発な質疑応答等もあり、有益な講座となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■講座でのキーワード■

・【官公庁＋⾃治体＋⺠間】⼀体型ビジネスモデル、地域再⽣・活性化の組織構築
・内閣府・地域活性化事務局→内閣府地方創生推進事務局

↓
  デジタル田園都市国家構想交付金申請支援システム（地方公共団体向け）

・視点を変える：プール設置は文科省 ダメ → 消防庁（総務省）の防火槽 で実現
  歩道整備 → 国交省（道路局） → 厚生労働省で健康歩道として整備

・縦割行政（各部局が、予算を持っている） → それを活用して、複数の補助金を取る工夫
・和歌山県北山村のまちづくり → 人口４５０名の村 平均年収２０００万円 働き手は１５００人

・一般会計はもちろん、特別会計がポイント

・特区申請（１０年間交付金がおりる）も一つの手

・とにかく 官公庁へ顔を出して、聴くこと（⾸⻑、議員の陳情が⼀番有効）

・ローカル５Gネットワーク（総務省 地域BWA（広帯域移動無線アクセス）及びローカル５Gについて）
     ①7月２４回（２次募集締め切り）、②９月２４日？３次募集（予定）

↓ 約１億円の助成金 やるなら、これから準備が必要
   １次で１７０自治体応募 １００自治体が採択、２次で・・・・・ ３時で・・・・

・国道の下には、国交省のダークファイバーがある。自治体が利用を申請すると、
 ローカル５Gが実現。利用者コストは１／１０？以下 商用５Gでは、大きなホテルでは１００万円／月支

↓空き家活用には必須のインフラ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


